
騨

霧 第94号
'ドb3～110年31」250

編集 旭 川 医 科 大 学

厚 生 補 導 委 員 会

発行 旭川医科大学教務部学生課

(題字は初代学長 山田守英氏)

翻:賦綬
∵漏 糎

(写真撮影 医学科第2学 年 伊部 博行) 春待つ丘

鼠

軸恥 一 餓 細亜卿M脳逼逼1飛φ恋飛飛飛チ恥 逼逼逼恥 恋飛卿t飛チ1
第20期 生 を送 る に,,,た って … … … 久保 良 彦 …2

第2〔瑚 生 を送 る にあ た っ て … … …菊 池 健 次 郎 …3

旭 川 医科 大 学 第201111卒業 者 名 簿4

iii

卒 業 を前 に患 う こ と 瀬 川 美樹 …4

卒 業 に あ た って 滝沢 修 一 …5

道聴塗説な卵の艀化と反省、再懲 こついて…船 津 宏 之 …5

退 官 す る に 当た って 安 孫 子 保 …6

コ ン ピュ ー タと私 福 山 裕r…7

白分 の頭 で 考 え る 海野 徳=…8

退 官 に あ た って 小 川 秀 道 …9

ク ラブ 今昔

山 岳 部 斎 藤 洋 茂 …10

旅 芸 人倶 楽 部 福 田 直 也 …10

講 師紹 介11

研 究室 紹 介 生 理 学 第 一 講 座 …11

平 成9年 度1年 の あ ゆ み12-13

学[人』ニ ュ ・一ス

「カリキュラム改革に関するワークショップ」開催される…13

「第1回 学生生活 実態 調査報 告書」 刊行 される…is

留 学 生 を交 え て ス キ ー教 室14

入 院患 者 さ ん と ク リスマ ス コ ンサ ー ト… … …14

編 入学 ・推 薦 入学 選 抜 試 験 実 施 され る … … …14

「新 歓 合 宿 」 の お 知 らせ14

20歳 以上 の学 生 の 国民 年 金 へ の 加 人 につ い て …14

平成10年度前期分授業料免除及び延納 ・分納について…15
'r成10年 度 口本 育 英 会 奨 学 生 の 募 集 に つ い て …15

学 生 教 育 研 究 災害 傷 害 保 険 の 加 入 に つ い て … …15

学 生 総 合 保 険/賠 償 責 任 保 険 の 加 入 に つ い て …15

学 生 団体 の設 立 ・継 続 届 につ い て16

教 官 の異 動16

窓 夕玉ll」 中 廣 壽 ・・。16

悩亜心 悩悩軋飛飛硯凡賠弧飛飛飛心㈹u軸 恥 脳hφh劔hヂ悩t硯飛飛飛脳亜飛φ亜飛φ脳悩赴心

一1一



第20期 生 を送 るに当 た って

学 長 久 保 良 彦

第20期 生の皆 さん、学士学位記の取得 まことにお

めで とうござい ます。皆 さんは もとよ り、長年 この

春を待 ち佗 びて来 られた ご父兄の感慨 はいかばか り

か とお察 しいた します,、私共全学の教職 員にとって

もこの上 ない喜 びで 、心 か らお祝いを申 し上げます、,

ご承知の ように昭和48年11月 、医療過疎の是止 を

使命 に旭 川医科 大学が開設 され ました。今年はその

25周 年に当た り、第20回 生 を送 り出す とい う丁度節

Ilの 年 となってお ります,,第20回 生100名 をカllえま

す と、総 計2,113',の 医師 を送 り出 した こ とにな り

ます、、そのほぼ7割 が道内、残 りは本州あ るいは外

国 において、実 地臨床 のほか医学研究 、保健 ・福祉

行政な どに従事 し、活躍 され てお ります。

開学 か ら四'卜1既紀が過 ぎた今 口ですが、医学 ・医

療 は開学 時のそれか ら大 きく様相 を異 に してお りま

す、,この間、医学 の進 歩は甚だ しくその加速度 を増

し、その研究 は細胞 ・分子あ るいは遺伝子 レベルに

深 ま り、かつ学 際的に広 げ られ ました、、その結 果 、

人体の構 造、生理 ・病態生理学の解明が進み 、治療

へ の新 しいアプ ローチ も次 々 と開発されてきました、,

さらに周辺科学 の進歩 はそれ に拍車 をかけ 、まこと

に 目まぐる しいばか りであ ります、,皆さんは この よ

うな医学の進歩 と共に進み 、 さらに一層発展 させな

ければならない 貞務を負 うこ とにな りますO

医学 を社 会に適用す る医療 もまた 目覚 ま しい発展

を遂げ、驚 くばか りの拡 大を見せてお ります、、医学

の進 歩と共に、近年見 られる様 々な先端科学技術 の

革新 によって、疾患 の診断技術や治療法が飛躍 的に

向 ヒし、わが国の疾病構造 を変 え、未曾有の高齢社

会の到来 に大 きな役割 を果た しま した,こ の ような

変化は また 、rの かか る医療 、すなわち医療 を限 り

な く拡大 させ る もので もあ ります。

さらに、臓器移植 、生殖医学 、バ イオテクノロジー

の応 川 といった先進的医療が加わって参 りま した。

この ような医学 ・医療の推移は、いわゆる治癒 を

目指す 医療か ら緩和あ るいは対症療法が主体 となる

医療へ と、医療 の質的 な変化 をもた ら しま した。そ

こでは患者 の自己決定権 、生命(生 活)の 質(Qu(}

lityofi」ife)、 死の判定 、死 を社 会心 理学 的 な面

か ら研究す る死生学(Thanatology)あ るいは医の

倫理 、法律 とのかかわ りなど、かつてあ まり考慮 さ

れていなかった事柄が重 要な問題 として浮かび出て

参 りま した(1そ れ はまた 、医師が 人間あ るいは人間

社 会を人 文 ・社会科学的に より深 く理解 しなければ

な らないことや 、患者中心 の医療 、社会の求y)る 医

療 に留 意す ることの 大切 さを示1唆してい るものであ

ります 。あ るいは、医療技術 の発達や不治の慢性疾

患が 主体 をなす とい う疾病構造 の変化 によ り、従 来

医師の善意の裁 舅:に委ね られていた治療方釧あるい

は治療方法の選択 を、医師単独 では不可能にするほ

ど際 どい事例が増 え、患者個 人、周囲の 人々あるい

は社 会 といった要因が複雑 に関 わるようになってい

る と言 え ましょう。医師あるいは医療 人の心のあ り

よう、人間性が よ り厳 しく問われる所以であ ります,,

また、拡大 した医療 は医師 ・石護婦 とい うコンビ

に とどまらず 、様 々な専 門職の組合せか らなるチ ー

ムによって行われ ることを求め ます。そ こで医師は

チームの指令塔 にならなければな りません,確 かな

指導性 と高い協 調性 が求め られ ることにな ります 、,

いかに医学が進歩 し、医療が拡大 しようとも、医

療の現場で もっとも大切 なこ とはコ ミュニケー ショ

ンで あ ります、,患者及びその家族 はい うまで もあ り

ませ ん、,同僚医師、 コメデ ィカルスタ ッフ、病 院職

員あるい は周 りの社会な どとの良好 なコ ミュニケー

シ ョンは人間的信 頼関係 を深め 、ひいては医師に最

も大切なヒューマニ ズム精神の 高揚 に繋がる もので

あ ります,,

昨 今、医師過剰 問題 を含め厳 しい医療環境が強調

されてお りますが 、皆 さんはそれ に惑わ されること

があ って はな りません。他の 陛界は さらに厳 しい状

況下 にあ ると考え られるか らであ ります,,

最北の旭川医科 大学 で学 んだ ことを誇 りに、厳 し

いけれ ど大 らかな風土 に培 われた 人間性 を、 さらに

豊か に培 っていただ きたい と思い ます、,どうぞ益 々

自己の研錐 に努力 され、211ｺf:紀の医学研究 あるいは

医療 を担 うグローバルな視野 を持つプ ロフ」一ッシ ョ

ナル(劇IIJ職)と して活躍 され ます よう、期待 いた

します,、
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第20期 生 を送 る に あ た って

旭川医科 大学医学部医学 科第20期 生の皆 さん 、全

員揃 っての卒業 おめで とうござい ます、,心か らお祝

いを申 し一ヒげ ます。学年担'li教官 としては、 もう1

つのハー ドルで ある医師国家試験 を も全 貝揃 って ク

リア し、それぞ れが 目指す道に力強 く歩 を進めて く

れることを強 く念願 してお ります,,

さて 、21ｺtk紀の医学 を支え、発展 させ るの は皆 さ

ん達の 田1代の使命であ り、 責務であ ります、,しか し、

皆 さんが 目指す医学研究、医療 、医療 ・保健 ・福祉

行政 を取 り巻 く環境 には厳 しい ものが あ りますU御

承 知の ように国の財政状態 を考え ます と、医学 を含

む科学技 術の研究環境や医療 費削減を前提 とした医

療環境は これ までにない厳 しい状況 になる と推察 さ

れ ます,,ま た、 ・段 と進展する高齢 ・少f社 会 を背

景に した介護保険法が最近施行 され、それに伴 う在

宅医療 、在宅介護への積極的な関わ りも余儀 な くさ

れつつあ ります 、、これ らは臨床医学 を 目指す皆 さん

に とっては、現実 に直面する問題であ ります,,一 方、

我が国 も医師過剰時代 を迎えつつあ り、医療現場 に

おいては 、これ までの ような医師側の売手 市場 、つ

まりどん な医師で もいれば よい という時代ではなく、

質の高 さを問われる時代 にな るのは必然 と考えられ

ます。今 、社 会か ら強 く要請 されている医師像 は、

絶 え まない努力 に より培われた最 新で高度 な医学知

識 とそれ を活用 し得 る医療技術 を持 ち、社 会人と し

ての礼節 をわ きまえ、1'分 な インフォーム ド ・コン

セ ン トを得ることがで き、患 者やその家族の心理的 ・

家庭的 ・経済的 ・社 会的背量 にも配慮 で き、倫理感

に溢 れる人間性 豊かな医師であ ります 。そ して僻地

を含めた地域 医療 、国際的 な医療協力 に も積極的 に

第6学年学鮒昭 菊 池 健 次 郎

参画する意欲を持 った医 師であ ります。 この ような

医師 を目指 すには、厳 しい自己点検 ・自己評価 を し、

それ を生涯 にわたって継続す る強 固な意志 と強健 な

身体 が不n∫欠 とな ります 、,いわゆるサ ラ リーマ ン的

発想や姿勢 でいては到底社 会か ら強 く要請 される医

師にはな り得ない といえ ます,,学 生時代の長 い医学

生は一般社 会 との交流が少 な く、社会情勢 に比較的

疎 い傾 向が あ ります,,し か し、医師は社会情勢 や社

会的要請に鋭敏で なけれ ばならない と思 い ます、,

さらに、国際化社 会を迎 えた今 円では、国際的 に

通用する筒い レベ ルの医学研 究の遂行、先端的医療

技術 の開発 、 さらには、それ らの社 会への 、 また開

発途r.国 へ の還 元、国際貢献 も日本に課せ られた 弔:

要な課題 と考 え られますO皆 さんには、多 くの分野

において世 界に大 きくはばたいて欲 しい ものです1,

旭 川医科 大学医学科20期 生の皆 さん には、 これ ら

社 会的要請に十分応 え られる医師 、医学 者、医療 ・

保健 ・福祉 行政従事者 な どを 日指 して欲 しい と思い

ます、,

若 さに溢 れ、大 きな可能性 を秘めた皆 さんの益 々

の健 勝 と21世 紀 における大いなる活躍 を心 よ り期待

し、 また、エールを送 り、はなむけのri葉 に させて

頂きます。(内 科学 第」/教 授)

難 曝義
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うものを 日本 中追いかけ回った。医学の こと ・日本

の医療 のこ と ・どんな医師にな りたいのか ・どんな

医師が今求 め られてい るのかetc.を 他 大学 の医学

生 と学 び、議論 ・交流 して きた、、そ してそれが今の

自分に とって何か をや りとお した とい う自信であ り、

これか らの 自分 に大 きな影響 を与 える物 になるので

あろ う、,これは私 にとって一つのメ ダルで ある(さ

しあたってアル ミメダル といった ところか)、,が 、

これで終 ったわけで はない、,今までの6年 間は社会

に出 るためのウ ォー ミングア ップであったの だと思

う。

これか ら医師 とい う資格 をfに した とき、旭川医

大 に人学 した ときと同 じように 、再び スター トラ イ

ンに 、kつことになる、,今度は非常 に長 く険 しい コー

スになるのであろ う()し か し、これか らも何事 にも

廿ん じる事 な く、多 くの 人々の役に立たせ ていた だ

ける医師 となれる よう頑張 り続けて行 きたい と思 っ

てい る。 自分だけの メダルと、そ して6年 問 ・緒 に

過 ご した仲間達やおllヒ話 になった先生方 、旭川の こ

とを思い出 しなが ら…、,'98.2.17

卒業を箭に思うごー
艦 ・ 第20期 卒業生 瀬川 美樹

「まっ、このよ うな機会で も

舞灘鱗灘 灘
と つ ら い と こ ろ で あ る 。

うようど長野で冬季 オ リンピックが行 われて

]本 の メダルが今 日で とうとう8個 になった,,

,び の笑み を浮かべ、 また、涙を流 している。

、彼 らは皆 この 日のために何年 間 も努力 を

張 って き続けたのだろ う。だか らこそ誰が

本 当に彼 らは美 しい姿に見えるのだと思 う。

自分 は卒業 までの6年 とい う長 い時 間に何

蚤命や り続けて きたのだろ うか、、スポーツで

人 もい るだろ う し、自分の興 味のある医学
'つ いて図書館 に通い徹底的に勉 強 をした人

)。 それ はそれで どち らも素晴 らしいこ とだ

だが残 念(?)な ことにその どちらで もな

よ夏になるたびに全国医学生ゼ ミナール とい

今 、 ち

い る 。 口

選 手 は 喜

お そ ら く

重 ね 、 頑

見 て も 、

で は 、

を 一一生 懸

頑 張 っ た

の 分 野 に

も い よ ♪

と 思 う 、,

く 、 私 は
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卒 業 に あ た っ て

第20期 卒業生 滝沢 修一

漠然と 「精神科が面白そう」

という他に、さしたる強い動機

もないまま旭川医大を受験 した

のはもう6年 も前のことになり

ます。なんとなく大学を受験 し

てなんとなく入学 し、なんとなく講義に通う日々が

しばらく続いていました。初めての下宿住まいに戸

惑いを感 じ、教養の授業の進行の速さについていけ

ない辛い日々が続いたことを今で も憶えています。

自分にで きる何かを求め、芸術活動に没頭 したこ

ともありました。美術部では表現することの楽しさ

と素晴 らしさを部員 と学び、大学の外では公募展に

出展 した り多 くのアーティス トと交流を持つことで、

美術の幅の広さと厳 しさを肌で感 じることが出来 ま

した。ある画家の方に、大学を辞めて作品制作に専

念するように勧められ困惑 したことも、今 となって

は笑い話として思い出されます。

[_二_

そんな私が 「考える」楽 しさに気づいたのは基礎

医学の講義が始まったころだったと思います。それ

まで高校からの延長の、与えられて暗記するだけの

学習をしていた私にとって、自分な りに推論 して議

論 し解決 してい く勉強はとても新鮮で刺激的なもの

で した。今まで見えなかった事柄がどんどん見えて

くるような気がし、楽しくて仕方がなかったのもそ

のころです。そうなると勉強以外にもあらゆる事柄

に関 して、表面だけではなく本質を掴みたい、とい

う欲求が沸 き上がってきました。そしてその欲求は

今でも弱 まることなく続いています。

私が旭川医大で学んだ最 も大切な ものは、この

「考え方」だと思います。それには多 くの先生方の

熱心な御指導と、素晴らしい友人達の影響がどうし

ても必要で した。このことを思 うたびに私は、本学

で学ぶことの出来た自分の幸運を感 じずにはいられ

ません。この場 をお借 りして、諸先生方をは じめ本

学関係者の方々、共に学んだ仲間達、そして旭川医

大に私を通わせてくれた両親へ感謝の言葉を述べさ

せていただきます。本当にあ りがとうございました。

道聴塗説な卵の鰐化と反省、再建について

「(2)家族内葛藤の調整を行う」

相互理解 を行 う」 どっちだ。どうすればいいんだ。

考えれば考えるほど(2)と(4)についての表象を現わ

すが、いずれも拮抗 している。(2)を肯定するものと、

(4)を肯定するものの総量は同 じで結論は出ない。行

き詰まる思考。

腕を組み、階段教室の天井を仰 ぐ。周囲乃至遠 く

の席にいる学友達は猛烈な勢いで問題に取 り組んで

いる。ふ と遠い昔のように思われる臨床実習の事が

思い出される。何とな く身の置 き所のない外来実習

や、医師 ・ナースの業務の合間をぬうように閲覧し

たカルテ、勉強させていただいた担当患者さんの方々、

第20期 卒業生 船津 宏 之

選択肢 はK3タ イプ。(1)、(5)

が正 しいの は疲弊 し伝 達物 質の

枯渇 に陥 った僕の大脳 で も指摘

で きた。問題は② と(4)のどち ら

が正 しいか、とい う点に尽 きる。

「(4)医療従 事者 間の

一===========コ

電 メスで焼 けた臭いのする第n手 術室に何時間も立っ

ていたこ と等 々。濃縮 した1年 間だ、 と思 う。

思 えば今 はまだ学校 で習った ことや教科書 ・参考

書 に書いてあ ることをこう して模試 な どで受 け売 り

を行 ってい るに過 ぎない。(2)も(4)も文 章にす るのは

簡単 だが、実行す るにあたっては困難 が伴 うことは

想像 に難 くない。

(2)、(4)以外 で もたいがいの医療行為 につ いて素 人

の僕が首尾 良 く行 うことはな く、全て艀化 した後の

話である。だか らク リニカル ・クラークシ ップ制の

導入 されている米 国の医学 ドラマ 「ER」 を見 る と

驚 か される。多少の誇張 もあるだろうが、医学生カー

ターはルー ト確保 ・創の縫合のみ ならず出産の介助

を行 っていた。羨 ましくなるが 、恐ろ しくもなる。

… まず い時 間が ない!こ こは多分(C)だ!…

全 てが終 わ り、解説 を読む と、答えは 「(3)一定 の

間隔で痔痛出現前の予防投薬が原則」が○で(dおシ ョッ

ク…(国 試5週 前 にて)

僕の6年 間に係 わった全ての方々に感謝いた しま

す。
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退 官 するに当 た って
一英語論文 との40年 のつ き合 いに感謝 一

薬琳 謎 教授 安 孫 子 保

定年退官 は遠 い存 在に思 え ましたが、い よい よ退

官 となると感慨無量 です 、,本学 には24年 間お 世話 に

な り、 まことに有 り難 うご ざいま した,,

さて、退官す るに 当たって何 か役 に立つ物 を残 し

たい と思 い ましたが 、財産 といえる物 もあ りませ ん

ので 、私が長い 間悩んで参 りました英語で論 文を書

く時に役 に立つ であ ろう自分の経験 を書 きます、,

医学部 卒業後一年間の インター ンを終 えてか ら、

私は北 大の薬埋学教室 に人ったのですが、勿論研究

の右 も左 も分か らず 、すべて恩 師の田邊恒義教授 か

ら研究の手 ほどきを受け ま した。ある程 度の研究成

果が 出 ました ら、教授 か ら英語で論文 を書 くように

との指示が出 ま した,英 語が不得意の私に とっては

本当に困 りました。 しか し、指導 者とい うのは偉 い

ものです。 川邊教授は どの ように した ら英 語論 文が

書 けるか につい て も指導 して ドさい ま した。 英語論

文 を書 くには、まずw会 話 を習 えとい うのです。そ

の頃週 に21111、 カナ ダ生 まれの211i二の根市先生が教

室に 英会話 を教 えに 来てお られま した。根 市先生 は

英語 を覚 えるには、赤ん坊が 言葉 を覚 えるような方

法 、つ ま り耳に入って くる音 をその まま暗記する と

い う方法で英語を勉 強 しな さい とい うことで した。

一年 問その通 りに します と、英語が少 し聞 こえる

ようになる とともに 、英語を書 くのが楽 にな りま し

た。 また、英語 には リズム とか語 呂があ るように感

じられ ました。 この頃に、英語 を書 くこつ を覚 えた

ような気が します、,そこで初 めて英語論文 を書:きま

した、,勿論 、田邊教授 と根 市先生 に徹底的 に直 して

頂き ましたが、 自分の初めての英語 論文が 英国の雑

誌 にアクセ プ トされた時は大喜 びで、すす きのでお

い しいお酒 を頂 いた ことを覚 えてい ます 。

北 人で5年 半過 ご してか ら、米 国のシ ンシナチ大

学医学 部に留学 しま した。米 国の先生 方は、私 に対

してやさ しい英語 を使 うように と指 導 して くれ まし

た,,そ れ以 来、私 は難 しいt4i_語は一 切使 わず 、中学

生 英語で通 しました、,これは実戦 的で あるばか りで

な く、英語 論文 を書 く時 にも大 変役 に立ちま した,,

・年間の米 国留学の後
、福島県 、Z医科大学 に勤務

する ことにな り、ここで は外国語講座 の引地1舌雄先

生にお世話 にな りました、,引地先生 は英語の論 文を

書 くには、良い辞 書が必要であ ることを教 えて くれ

ま した。その辞書 の'つ は、勝俣 氏篇の 「新英和活

川辞典」(研 究社 、現在 は市川 、沢村 、原篇)で す,,

この辞 典には名詞 と動詞 、名詞 と形容 詞 、動 詞 と副

詞 などの組 み合わせ と例 文が た くさん載 っていて、

英語 をII}・く日本人に とっては必須の辞書です、,また、

今 も販売 されているか どうか分 か りませんが 、 「英

語科学論文用語辞典1(烹 屋 ・富 田篇、朝倉省二店)、

「化学 英=r.unの活川辞 典」(r・ 原等 篇 、化学 同 人)も

紹 介 され、これ らの辞 書は大変役 に 、Zちま した,

旭川医科大学 におilヒ話 になってか らは、今度は教

室 の先生 方に英語論文の書 き方を指導す る立場にな

り、 ・層 大変で した,,歴 代の本学 の英語の先生 方に

は 英文の添削で大変お世話にな りました。中で も現

在の外 国人教師であ るサ イモ ン ・ベ イリー先生 には

英語論 文や一般的 な英文な どを見て頂 き、大変おllヒ

話にな りました,,サ イモ ン先生の指導 は親切 ・丁寧

で、 しか も極 めて論理rl勺です。先生か らは、コリン

ズ社 の コビル ト ・イングリ ッシュデ ィクショナ リを

紹介 して頂 きました、,この辞書 は平易で、 しか もス

ラングが山てお り、私 は気 に入って愛川 してい ます.

先生は英国入気 質のユ ーモ アとヒューマニテ ィに富

んだ 人間的に優 れたノ∫ですOま た、哲学 の岡山教授

には英 語の語 源や引用文 に関する辞 階を紹 介 して頂

き、哲 学について も楽 しく教 えて頂 きま した,

この ように、私 は英語の論 文を書 くとい うこ とを

きっかけに、 多くの素晴 ら しい人 々と出会 うこ とが

で き、 これ らの先生 方に感謝 しなが ら退官 で きます

ことは私の最大 の喜 びです。 また、薬理学教室 の先

'lhの 英語力が私を超 えたことを誇 りに思い ます ,、
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コ ン ピ ュ ー タ と私

公衆衛生学講座 教授 福 山 裕 三

1

一

ここに 「よくわかるJA内 科」のCD-ROM版 がある。

ようやく今 日手にしたものだ。 このCD-ROMが 私の定

年退職の最後の月に完成 したことは奇跡に近い。

私が旭川医大に赴任 してきたのは、昭和50年4月 であ

り、それから23年の月日が流れた。それまで、 イタイイ

タイ病の疫学を研究 してきた私にとって、道北の地は公

害のない美 しい大地だった。

ここでどんなことをしようか。何かよい道具はないか

なと考えていた。機器センターには寄贈品として横川ヒュー

レッ トパッカー ド社(YHP)の コンピュータがあった。

夢にまでみたコンピュータとのは じめての対面は感激そ

のものであった。情報化社会の到来を予期 していた私は、

このコンピュータを医学教育に役立てたいと思っていた。

第2生 理の西村先生と機器センターの日下部君の協力 を

得て、樹枝状構造のプログラムの作成に漕 ぎつけた。

このプログラムはシェーマを作るのには最適だった。

ある病気を記述するときは最初に病名 を入力 し、その

次にその病気に特徴的な病態生理を書 き、そこから派生

する症状や検査所見を書いていくと、その病気のシェー
マができる。

また症状を逆の方向から検索すると、その症状 と関連す

る多くの病気が病態生理学的関係に従 って出力 され、一
つのシェーマができあがる。

このシェーマ作 りは、病気だけでなく、衛生法規など、

公衆衛生学の内容を記述することもできることが分かった。

公衆衛生の講義内容をまとめて、それを基礎 に して図

説公衆衛生学を岡田晃先生と共著で金原出版か ら刊行 し

た。昭和57年 のことである。

昭和54年 頃から公衆衛生実習にコンピュータ実習を組

み入れることにした。しかし、YHPは ローマ字の表記 し

かできず、漢字はもちろん、カナも使えない状態だった。

しかし、口本語のローマ字表記 と英文 とで、公衆衛生に

関係のある疾患のシェーマをつくって もらうことにした。

最初は学生1人 に1疾 患 を与え、文献を示 し、図書館で

各自探 してもらうことにした。当時は公衆衛生の講義は

夏休み前にあり、実習は9月 にあったので、その課題の

提出は9月 とし、それまでに勉強 し、質問があればいつ

でも来るようにと言った。それ以来、私は夏休み も取れ

ず、毎 日のように学生と病態生理の議論を していた。昭

和58年 に機器センターにハイタックという中型コンピュー
タがお目見えした。今度はカナ表示がで きたので、実習

もぐっと楽になった。

このような調子で、毎年、病気の種類を変えなが ら、

コンピュータ実習を展開 した。こうしてい くうちに、プ

ライマリケアに必要な疾患のファイルが徐 々に固定 し、

疾患から検索 しても症状から検索 しても矛盾がほとんど

ないような状態になってきた。金原出版 に見せると是非

本にさせて欲 しいという。私もこれだけのデータは貴重

であると考え、出版することにした。論理的構成や主文

は私が書 き、臨床的な記述は当時の第三内科の高杉助教

授にお願いした。こうしてできたのが 「よくわかるJA内

科」である。
この本の特徴は、疾患の病態生理 をシェーマで現 し、

その疾患の呈する症状や検索所見の頻度を示 したことで

ある。この本はなかなか人気があり、平成2年 に初版が

出版 されて以来、毎年増刷 され、現在 までに10刷 りされ

ている。

それ以後のコンピュータの発展はすさまじく、特にパ

ソコンの伸びが著 しかった。

私の教室にパソコンが入ったのが昭和63年 である。 し

かし、最初は主に統計 とか表計算に使っていた。

病態生理の実習は相変わらず、ハイタックを使っていた。

ところが、学生から文句が出るようになった。 こんな

にパ ソコンが発展 して きたのにカナ表示は古 くさい、何

とか漢字表示にして欲 しいという要求である。

また、平成3年 に我が大学に統計情報実習室が完成 し、

60台 のパ ソコンが稼働 しは じめたのである。

そこで、平成5年 に竹内助手にお願い して、パソコン

用の病態生理のソフ トを作っていただいた。

その年から学生に2疾 患ずつ担当 してもらい、それを

所定のフロッピーに入力する作業をして もらったのであ
る。それらを全部まとめると、一枚のソフ トができあが

る。 「よくわかるJA内 科」に出ているようなシェーマが

またたく間にできあがった。しかし、誤字や論理の聞違

いがかなりあるので、その訂正にかな りの時間がかかっ

た。こうしているうちに、本学のカリキュラムの大改訂

が行われた。第4学 年は平成5年 にその改訂があり、公

衆衛生学実習は講義がほとんど行われていない4月 に行

うことになった。

そこで、方針を変換せざるを得なかった。データを入

力する作業をやめて、・疾 患と 症 候 を出力させ、説明

文を轡かせるようにしたのである。

「よくわかるJA内 科」の内容を、逆引きすれば、症候

や検査所見を呈する疾患のシェーマがえられる。このデー

タも極めて貴重である。そこで、油野教授 と高杉先生 と

の共著で、 「よくわかるJA内 科症候学」を書き、平成8

年に出版 したのである。

「よくわかるJA内 科」のCD-ROM版 は 「よくわかる

JA内 科」と 「よくわかるJA内 科症候学」 のもとになっ

たファイルである。このCD-ROMあ るいはフロッピー

をいつか世に送 り出そうと思ってはいた。 しかしながら、

4～5年 前にはどこに頼んでみて も出版は無理というこ

とだった。 もし、できるようになった らお願い しますと

頼んでおいた。

昨年秋頃に、金原出版に寄った際に耳鼻科のCD-ROM

を出版 したのだけれど、うまくいけば先生の も出版で き

るかもしれないという返事だった。

それが昨年の暮れに急遽出版 してみましょう、 という

話になり、ようや くそれが実を結んだのである。
このように 「よくわかるJA内 科」のCD-ROM版 の完

成の歴史をみてみると、旭川医大のコンピュータの歴史

が浮かび上がって くるのである。
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自分 の頭 で考 える

耳鼻咽喉科学講座 教授 海 野 徳 二

私が 「か ぐらおか1に 初 めて投稿 したのは 「山 に

登 る」とい う随筆 であった,,晴 れ た 日には窓か ら大

雪 山系のICI々が奇麗に見え、山に登 ろうと考 えたこ

と、山に登 るの は自分の意思 と自分 の力 で登 るので

あ り、他 人の力で登 らせて貰 うのではないこ と、患

者が治るのは自分で治 るのであって、医療従事 者は

ア ドバ イスを した り、予助け をするのに過 ぎず 、丁

度 山の道案内の ような ものだ 、などと書 いた記憶が

あ る、,

最初 に旭 ㌫に登 ったの は昭和52年9月23日 秋 分の

日で、朝起 きた ら快lly**であ ったので 、旭 岳に登って

み ようと考え、バ スで 麓 まで行 き、姿見の池 までは

ケーブルで、残 りを登ったのであ るが、頂L付 近は

非常 に寒 く、岩か ら滴 り落 ちる水が氷柱 になってい

るのにはびっ くりした、,これが発展 して山登 りの 会

となった。期Hは711の ド旬 の 日曜 日。朝早 く病院

前か らチ ャー ターバ スで出発 して層雲峡 に行 き、黒

岳 に登って旭岳 まで峰伝 いに歩 き、迎 えに来 て貰 っ

て いるバ スで帰 るとい う'卜凡な コースであった,,1

回だけ ヒ曜11の 夜 に層雲峡で泊 まって翌 口に黒缶 一

旭 岳 を縦走 したの だが 、宿酔者が続 出 して、ll帰 り

の方が良い というこ とになったのである。参加者 は

医師 、rnix婦 、薬業 ・医療業関係者 、な らびに家族

で 、最 も多い年 には50人 位 になった。小学 校 人学前

のf供 、60を 過 ぎた 老人、雪 を見た ことの ない タイ

の留学生な ど雑 多であった、,会費 と して実費 を徴 収

し、残金は翌年 の経 費に繰 り越 した,子 供 には敢闘

賞 として図書 券の御褒美 をあげた,こ の企 画は数年

前か らILめ て しまった。直接 の原囚は、私がヘ ルニ

アを患って山登 りは無理であろ うと判断 したか らで

あるが 、何 か と多忙 になって再開す る意欲 を失 った

為で もある。

ところで、この ような企画 は現在実行で きない。

業者を交えての 山登 りは、旭川医科大学倫理規定 に

惇 るか らである、、最近話題 になってい る公務 員倫理

法が制定 になった ら尚更である,,妙 な話 とは思わ な

いか、,誰が 考えて も悪い ことを している とは思わ な

いであろ う。 しか し考えることは忘 れて しまって 、

ヒっ面だけで物事 を片付 ける傾向が多 くな り過 ぎて

い る。中学 生が、ナ イフで教師 を殺す事件 が起 きる

と、持 ち物 の検査 をやる という。身の危険がある時

には教師 にも腕力 を許す という意 見がある、、体 罰が

いけない と したばか りに、内申 階『に影響するぞ とい

う陰険 な叱 り方がある と聞いている、,ウチの学生 達

は、出席票があ るばか りに、その時間帯 を狙 って出

席す るが 、講義 を聴いているのは講義録 を作成する

ことに決 まってい る者だけである。C)⊂)科 の既出問

題集 とい うのが 出来ていて、解 答 まで付 いてい るよ

うだ,試 験 の前 日にそれ を夢 中 になって暗記 して、

試験 が終 わればす っか り忘れ る。答えが同 じように

間違っているので変 だ とは思 っていたが、こんな仕

組みになってい ようとは気が付 かなか った。そこで

暗記す るのではな く、自分で 考える問題にす るよう

に心掛けている。解 答は一つで な くて も構 わない。

思考過程が判れば良し㌔

患 者 さんの診察で も同 じであ ろ う。問診は大切で

あると どの教科Ick」に も書 いてあ り、一 人 ・人の患者

さんに尋ね ることは違 う筈である、,誰に対 して も同

じこ とを尋ね るのでは問診 とは言えない。辞書 には

予審 とい う語 は載 っているが、1'診 とい う語 は載っ

ていない、、患者 さんが診察室に人って来た時か ら既

に診察 は始 まっていて 、状態 を感 じ取 りなが ら、何

を尋 ねるかを考えるのが問診である と思 う。何故 と

か、 どう して とかの積み重ねが 、よ り肌理細 かい診

療 に結 び付 いている。マニ ュアル とかガ イ ドラ イン

に従 ってばか りいて、自分で 考えることを しなかっ

たら、本当の意味の診療 にはならない し、 これは研

究 について も当ては まるこ とであ る、、

r.っ面 だけ を追い掛 けないで 自分で考 える習慣 を

付 けて頂 きたい、,
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退 官 にあた って

麻酔 ・蘇生学講座 教授 小 川 秀 道

昭和51年4月 に赴任 してか ら満22年 、本年3月31

日をもって退官することになりました。この間、麻

酔科医に対するニーズは相変らず高まるばかりで、
マンパワーの不足はいまだに各大学麻酔学教室の共

通 した問題であります。昨今医師過剰が話題になっ

たりしますが、このようなことは麻酔の領域では縁

遠い話であります。

さて、22年 間とはいえ、過ぎてみると本当にあっ

という間のことの様に感 じます。着任当初は研究室

も無 く、仮住まいの教授室で研究棟の完成を待 ち倦

んだことなどまるで夢のようです。

附属病院は同年11月 に開院しましたが、この頃は

スタッフの工面が一番の悩みで、何をおいても教室

の人手を増やすことが一大命題でありました。任期

前半の10年間はまさにこの面で苦闘を強いられた期

間でもあ りました。

昭和54年4月 に待望の本学卒業生が出ましたが、

期待 していた入局者は地元の神戸大学麻酔科に入る

ことになり、今は亡 き当時の岩井教授 と1人 の入局

者を挟んで取 り合いとなり、一時は険悪な状態に発

展 しそうになったようなことも、今では懐か しい想

い出の一つであります。

結局、本学出身の入局者は翌年からとなりました

が、初期の頃は入局イコール定着 とは行かず、やが

て1人 が抜けるとそのまま残った者への負担増とな

り、辛 くなるとまた1人 が抜けるといった悪循環の

繰 り返しでした。幾度か困難な事態にも直面 しまし

たが、しかしそういう時には必ず良 く頑張って くれ

る教室員がいて、苦しい教室の基礎固めに精を出し

て くれました。また理解ある多くの方々からの暖か

いご支援 もあ りまして、教室には力強い不挑不倒の

精神が培われたことでもありました。

ここにご支援頂 きました方々には心から厚 く御礼

申し上げる次第であります。

やがて教室もいわゆる良循環体制に入 り、入局者

数も毎年4～6名 の状態が続き、現在教室員の総数

は本学出身者だけでも約60名 を数えます。本学卒業

者は道外の出身が多いせいか、卒後他大学あるいは

他府県の病院に移る者が少なくあ りません。毎年発

行 される同窓会名簿を注意深 く見ているのですが、

本学出身者に麻酔科志向が非常に多いのに驚きます。

今年度の動向も含めるとその数は72名 にも達 し、実

は当教室への入局者数よりも多いのです。これは一

体何 を意味するのか解釈は色々できましょうが、と

もあれ130名 以上(日 本麻酔学会員の1,6%強)の 本

学出身者が麻酔科医として、現在麻酔学会 をは じめ

全国の麻酔の各領域で活躍 している事は頼 もしい限

りであ ります。

これら専門医の養成 と並んでいま一つ大事なこと

は、卒後研修病院を含め、教室関連施設の確保 と整

備であ ります。これは地域医療を通 じて直接住民サー

ビスの向上に繋がる問題でもありますが、教室員の

直接的な生活の場でもあります。幸い各関連機関の

ご理解 とご好意により、また携わる教室員の献身的

な努力によって、開講後比較的短期間にそれらの充

実が図られてきました。いっぽうそのために、とも

すれば教室における研究体制の維持が困難 となり、

期待 どうりに研究成果が伸びない嘆 きを拭いきれな

いでお ります。この面をカバーしてくれているのが

中国人留学生の諸君であ ります。来 日当初は言葉に

多少問題があ りますが、間もなくそれらを克服 し、

若い リサーチアシスタントとしての能力を発揮する

ようになります。

麻酔学は単に眠らせるという技術ではなく、麻酔

といういわば特異的な非生理的状態から、いかにし

て生理的な正常状態に復元させるかといった蘇生学

と表裏一体のものであります。救急医療にしても集

中治療にしても広い意味での蘇生学の一環として考

えることができます。従来の麻酔学だけの名称では

このところが正確に表現されず問題で した。そこで

先輩校の意見等 も参照 し、文部省に講座名の変更を

申請して、平成4年4月 から麻酔 ・蘇生学講座に、

診療科名は麻酔科蘇生科に変更 して頂きました。こ

のことで麻酔科医の活動面も、研究の方向性 もより

明確になったと思っています。教室では開講当初か

ら麻酔の基本ともいえる疹痛管理に力点を置き、手

術患者、非手術患者を問わず痛みに悩む患者の治療

に当た り、その普及に努めて参 りました。必要に応

じて鍼灸 ・漢方などの東洋医学 も積極的に取 り入れ

治療効果の増進を図ってきました。つまり従来手術

患者の術中術後管理 を主体 としてきた麻酔科医の活

動面にできるだけ広い幅を持たせ、それらの専門技

術 を縦横に駆使できる麻酔科専門医の養成を目指 し

て来たのでありますが、完結 した訳ではありません。

この先は研究面の充実 と共に次代の担い手にその後

の発展をお願いしなくてはなりません。今後も私な

りにできるだけのことは致す所存であ りますが、皆

様方のご支援を切にお願い申し上げる次第でござい

ます。
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「 ク フ ブ

山

今

岳

昔

B立
口

医学科第4学 年 斎藤 洋茂

旭川で暮 らす毎Hの 中で、ふ と目をや った向 こう

の 、山なみの美 しさに驚 いたこ とはあ りませ んカ㌔

医大創立か ら25年 間に医 人に来 て去 ったそれぞれの

人 も、今 見るの と同 じ山を見、同 じよ うにそれぞれ

何か を感 じたので しょう。人雪の山なみは、四季折々

に表情 を変 えなが ら、いつ もそ こにあ ります,,

1,974年のJack(石 川 先ノiこ・3期 卒)ら に始 まる

山岳部の流れ も、常 に大雪 山と共にあ りま した,学

業で忙 しい中それで も毎 年、山 に 「は まる」人が出

続けたのは、窓の外の 山なみのせいではなかったで

しょうかC,部 誌 『トムラウシ』の名は、その山なみ

の中でひと きわ気 高 く遠い山の名 をもらった もので

す。

山岳部は 、初代顧問八幡先生、現顧 問佐藤啓 介先
はん

生(11期 卒)の も と 、 登 鱗(現 在 は 行 っ て い ませ ん)

・沢 登 り ・山 ス キ ー ・時 に は の ん び りハ イ キ ン グ と
、

[一

旅芸 人倶 楽部

医学科第2学 年 福田 直也

え一、 こんばん は。 旅芸 人倶 楽部で す、,本当 は

1か ぐらおか」 などに載っては いけ ない 団体 なので

すが 、せ っか く機会 を与えて頂 いたので簡単 に、そ

の実態 について書 こうと思 い ます。旅芸人 に人 って

いる と言うと必ず 「どうい う所 に行 くの」 と言われ

ますが 、旅行なんか してい ませ ん。昔 はそ うでは な

かった ら しいのですが 、いろいろ事情があ って この

クラブ 自体が ラ グビー部の植民地 となっているか ら

です。では何 をやっているか とい うと、芸です。活

動 は年2回 あ ります。1回 目は新歓の時の演技 発表

で、これが皆様が我 々を 目にす る最初で最 後の機 会

です,,2回 目は学祭の時の ビデオ映画L映 会です 、,

毎年や ってい るのですが 、誰 も人って くれ ませ ん,,

これは ヒ映 されてい る映画が ラグビー部 の内輪 うけ

しか考えてい ないB級 映画だか らです。我 々には面

白いのですが、部外者の方は見て も全 く意味が分か

幅広 く山 を楽 しむ登 山を行 って きま した。寝 食 と命

運 を共にする山の中で 、数 々の伝説 が生 まれてい ま
か つ

す、,秘密で担 ぎLげ たスイカが偶 って しまっていた

話や、知床の背丈 を超すハ イマ ツの巾を果て しな く

ヤブ コギ し続 けた話 な どが有名です。今で も山で熊

肉缶 や メロ ンや ケーキが出現 しますが 、腐 った スイ

カには負けて しまい ます、,

現在 山后部 は、部長斎藤(5年)以 下少 人数で活

動中です 。1992年 の不幸な遭難 の教訓 を基に、安全

性 を重視 したM'な 進歩 を心 がけています,,そ んな

わけで 、毎年初夏 にテ ラスで レンジャー部隊の よう

な壁下 り壁登 りをや った りも してい ますが 、見かけ

て もどうか怪 しく思わないで くだ さい,,

昨 夏、沢 をつめて トム ラウシに登 りま した,か つ

て先鷺が たが通 ったの と同 じ沢 、同 じ山です,,技 術

的 な面で は、私た ちはかつてに遠 く及 び ません,,け

れ ども、lliが好 きだ とい う点 、山が私た ちに 多 くを

5え て くれ るとい う点では、今 も昔 も変わ らない と

思 ってい ます、、

ニ ー 一〕

らないで しょう(1映 画(と いう程の代物ではあ りま

せんが…)は もちろん全て手作 りです。撮影 はいろ

い ろな所でや ります 。学内でする こともあるので 、

不幸に もその現場 を 目撃 して しまった方 もいるか も

しれ ませ ん、,撮影が終 わった ら、次に編集作 業に人

りますが、 これが地味 に人変です,,著 作権侵 害 と思

われる こともや って 、徹夜で学 祭に間に合わせ るわ

けですが、で きた映画 は最高に くだらない ものです。

しか し、 くだ らな さもあれ程極 まる と襟を止 した く

なる ような趣 を醸 し出すわけで、懲 りず にや ってい

ます 。前に も触れ ま したが、旅芸 人倶楽部の実態は

ラグビー部です。そ んな理由か ら 「旅芸 人に入 りた

い」 とい う熱意 を抱いた大勢 の学生が 人れて もらえ

ず 、何 を血迷 ったのか ラグビー部に入 って しまった

一・部の学生が芸 をや らされている とい うのが'1汐 ラ

ブの現状です、,この ままラグビー部の年中行 事に し

て しまって もいいのです が、マ ンネリ化防止のため

に新 しい血が混 ざるの も良 さそうなので、興 味のあ

る方は恐 が らずにお近 くのラ グビー部員までどうぞ,
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講 而自 紹 介

㊧
aの ニ タ い や

氏 名 矢 野 公 一

所 属 小児科

出身大学 旭川医科大学大学院

ひ と ゴ 少子化、少年犯罪

の増加など日本の

1子 ども達を とりま く環境 が危ない状況 にあ ります,I
I

あすの 日本を背 負ってい くfど も達 の幸せのためi

に、旭 川医大小児科の ・員 と して貢献 してい こう 、

と思ってお ります、,1
-一 一一 」

1;T,の 二,い ち

 

⑤

o
、,L〕rrh,

氏 名 伊 藤 博 史

所 属 第:l/l科

出身大学 旭川医科大学
ひ と 言 現在、医局長 とし

て雑務に追われ、

氏 名 室 野 晃 ・

所 属 小児科

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言 昨年11月から講師1

として小児科の診1

療 ・研究 ・教育に携 わってお ります,,と い って も

今の ところそれ まで とあ まり変 わ らない現状 です

が、新 たな自覚 をもって小児医療の発展 に貢献す

べ く…層努力する所存 です ので今後 とも宜 しくお

願い申 し ヒげ ます。

1ア
ッとい う問に過 ぎてい く毎 日です 。学生 の講義

1も 少 しずつ始 まり、診療 ・研究 ・教 育を柱 とす る

i大 学に 自分 が存在す るこ とを改 めて実感 してお り
　・ます

。今後 の諸先輩 のご指導 を宜 しくお願 い中 し

上 げ ます 、,

L 1

研 究 室 紹 介
生 理 学 第 一 講 座 助 手 内海 計

本講座 は、昭和48年9月 本学の設置 と同時 に開設

されたが 、開講以来 のスタ ッフは黒島最汎教授のみ

であ り、これ までの他の スタ ッフはすべ て他 大学の

教授 と して転 出 し活躍 してい る。現在 の陣容 は、黒

島教授 、岩元純助教授 、大日向浩 ・内海計 両助手 、

小竹恵 美子文部事務官の他 、国費留学生 としてバ ン

グラデ シュ出身のShyamalKunlarSaha大 学院生

と中国出身の高弼虎研究生の7名 である、、

本講座では、III[液・体液、腎、呼吸 ・循環 、消化 ・

吸収、エ ネルギー代謝 、体温 、内分泌 ・生殖の生理

の講義 と実習 を担当 している,,

開講以来一 貫 して環境温 に対す る生体の体温調節

機能の適応機序 、特 に寒冷適応の代謝 ・内分泌性 機

構 を明 らかにすべ く黒島教授 を中心 に研究活動 を展

開 している,、大口向 はSahaと 共 に北 海道教 育大学

旭川校栄養生理の大野都美恵教授 と共同 して、 ラッ

ト褐色脂肪組織機能 と膜 リン脂質脂肪酸の関係 を特

に ドコサヘ キサエ ン酸(DHA)に 注 目 し調 べ てい

る、,Saha(来 年度学術振興 会特 別研 究 員 として採

用内定)は 、一酸化窒素 と褐色脂肪紅織機能の研究

成 果をま とめ今春学位取得 の予定である、,内海は褐

色脂肪組 織の血 流調節 お よび熱 産生機構 を分子生物

学的手法 を交えなが ら実験 を進 めてお り、高 は内海

と共 にこの組織 の脱 共役 タンパ ク質(tJ('P-1、

2、3)mRNAの 発現様 式 を調べ て い る。講座 の

もう一つの柱 である岩元助教授(来 年度看護学科教

授 内定)は 、臨床系 講座 と幅広 く共 同研究 を進め 、
一酸化窒素 の生体 内での役割 につ いて

、呼吸循環調

節 を始め と して、様 々な生理 ・病理現象 との関連で

精力的に研究 を進めている。教室の 事務的仕事 は教

授 は じめ不得 意だが 、ベ テラ ンの小 竹(旧 姓 金盛)

事務官が 一手に引 き受けて くれているので交心である。

国際色豊 かな本講座 では、これか らに向 けての若

い研究希望 者の 入局 を期待 している。

麗 ◎
§

　
内

夢臓 鞠昭_
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平成9年 度 L
匝」刷
ll日 平成9年 度入学式

医学科新入4101名

看護学科新人生60名

1 年 の あ ゆ み

入 学 式

18日 医 師 国 家 試 験 合 格 発 表
・,.一,
f.合 干各名L95名

/¥† 各}率 ミ90
.5(賓)

212211医 学 科・新 人 ノヒ研 修

医学科新入生研修

24-2511看 護 学 科 剰1人生 研qi

(於 国 蹉大雪 青 年の 家)

30口 博十 学 位 記授 与 式

博十 学 位 記被 授 与 者9名

「ラ胤

2目 清 水 哲.也第4代 学 長退1、記 念 講演 会

1-11日 第44回 北 海道 地 区 た'¥体 育 大 会

当 番校:北 海道 教 育 大 学

本学 参 加種[:陸1競 技(男 女)、 準 硬 式

野 球 、 バ ス ケ ッ トボ ー ル

(与汝)、 バ レー一ボ ー ル(男

女)、 卓 球(男)、 剣 道

(男)、 弓 道(男 女)、 ハ ン

ド7」ご一 ノレ、'ノ 『ノ ト・ア『ニ ス

(男 女)、 →声・ソブノ・・

∫ゐこ糸責:舞}31、B':ソ 冒ノ ト・プ・ニ ス(リ,女)

総 合 成 績:男 ∫・M位

女子9位

地 区 体

看護学科新入生研修

Lβ 月1

6-811第23回 医 大 祭

テ ー・マ:テ ー マ ま っ て.ヴ

愈
距

＼ 、

調 磨

翁〆
医

o辱

戯
大 祭

齢 ・門 ・'も

炉
隔

!

30H平 成9年 度 納 骨 式

(於 本 学 納 骨 堂)

7-8月 第40回 東 口本 医 科 学 生総 合体 育 大 会 夏 季 大会

L管 代 表 校:東 北 大学

本学 参 加 種II:陸 ト競技(男 女)、 準 硬 式

野 球 、 テ ニ ス(男 女)、 ソ

フ トテ ニ ス(男 女)、III,球

(男 女)、 バ レー ボ ー ル(男

女)、 バ ド ミン トン(男 女〉、

サ ッカ ー 、 バ ス ケ ッ トボ ・.

ル(男 女)、 柔 道 、 剣 道 、

弓 テ芭、 婚そ乎道(男)、 水 泳

(男 如 、 ゴ ル フ(9)_z)、

ハ ン ドボ ー ル

成績:準 優 勝 ソ フ トテ ニ ス(女)

第3位 バ ド ミン トン(リ})

弓 道

8A

8-91]第31回 全H本 医 科 学4・体 育 大会 王座 決定 戦

主管 校:東 北 人学

12



国 月1

10日 体 育 大会

　 催)

齢

ゲ

一㍗馬煽 .

♂確f1,

∴議 欝
体育大会

解剖体慰霊式

30}1卜 却1ゴ1:イ竜ン:li己キ受'」一∫覧

口o創

2-31日
'ド成9年 度 公 開 講 座

「糖 尿病 の す べ て 」

(於 ニ ュー北 海

ホ テ ル)

24日 平成9年 度

解剖体慰霊式

博上学位記被授与者4名

公開講座

4目'F成10年 度第3年 次編人学者選抜試験

221{平 成10年 度第3年 次編人学者選抜試験

合格者発表

塾矧
5日 本学 記 念 日

12A

6・711平 成1〔〕年度 推 薦 人学 者 選抜 試 験

1911し ド成10年 度 推 薦 人学 者 選 抜 試験

合 亦各者 発 表(看 舜蔓'「デニ不⊇D

21zz日 ス キ ・一教 室(於

参加 学 生14名

(う ち外 国 人

留学 生7名)

北 大 雪 スキ ー場)

スキー教室

25日 博十 学位 記授'チ式 博 上学 位 記 被 授 与 者6名

12-3月 第40回 東 日本 医科 学 生 総 合 体 育大 会 冬季 大会

主 管代 表校:東 北 大 学

本学 参加種 目:ス キー(男 女)、 ア イスホ ッケ・・

圃
17-18日 平成10年 度大学入学者選抜

大学入試センター試験

本学会場755名

L≧月]
7-8H

[

日

凸
)
2

1

1

13日

口[

日

5

7

2

2

幽
3日

5日

6口

12日

17F]

20[

25日

安孫f
'ド成10年 度推薦入学者選抜試験

合格者発表(医 学科)
'ド成10年 度大学院入学者選抜試験

小川 秀道教授最終講義

平成101`-t第2次 試験(前 期 日科)

平成10年 度大学院人学者選抜試験合格者発表

カリキュラム改革に関するワークショップ

(於 国立大雪青年の家、白金観光ホテル)

保教授最終講義

福lll裕 三教 授 最 終 講 義

海 野 徳.=教 授 最 終 講 義
'ド成10年 度 第2次 試験(前 期 日i

.)合 格 者 発 表
'F成10年 度 第2次 試験(後 期 日租)

退 官 教授 歓 送式
'F成10年 度 第2次 試験(後JJJII#3

.)合 格 者 発 表

平成9年 度学}ノ γ:位記 授 与式

学 上学 位 記 被授`」・者100名

博十 学 位 記 授 ワ式

博〔十'7ヒf立言己被 」受 ワ・者30名

L.
一=

学 内_ユ ス(そ の1) ⊥
「カリキュラム改革に関するワークショップ」開催 される

現行のカリキュラムはr成5年 度 に改正された もの

ですが、教務委員会に設置された小委員会において内

容の見直しに関する検討が進められています.

カリキュラム改革に当たり、教育の諸問題について

各教i'が連帯意識をもち相万協力体制の構築を目指す

ことを目的として、教務委員会の主催によるワークショッ

プが開催 され ました.

去る21171」 ・8日 の1日 間にわた り教官37名 の参

加を得て、美瑛町白金温泉の国立大雪青年の家及び白

金観光ホテルを会場に、本学の現状を点検するととも

に教育方法の改善等に関する討議が行われたものです.墨

「第1回 学生生活実態調査報告書」刊行される

本学学生の牛活実態を把握 し今後の学生生活の充実

向上に役立てるための基礎資料を得ることをNii勺に、

昨年2月 に本学として初めての学生生活実態調査が実

施 されました。この調査は学部学年全員を対象に実施

され、回収率は約86%と なっております。
このほど調査結果の集計 ・分析が終rし 、先 月初旬

に報告書として刊行されたものです。

要望事項の一部は既に施設 ・設備の改善や学生食覚

の品揃え等に反映されておりますが、 さらに、調査結

果が今後の厚生補導事業や教育方法改善計画を策定す
るための基礎資料として役立つものと期待 されます、,

厚生補導委員会学生生活実態調査小委員会

委員長 黒島JX汎

一13一



学 内 ニ ュ ー ス(そ の2)

留学生 を交 えてスキー教室

去 る12月21日(日)zz口(月)の 両 日、毎年

恒例の スキ ー教室が北大雪 スキー場 で実施 され ま

した,,

今年は、外国 人留学生7名 を含む14名 の学生が

参加 し、昼 はスキーの実技 講習、夜 には昼 に撮影

した溝習風s,;の ビデ オを観なが ら、講師及 び留学

生を囲んで の懇親 会と、 スキー 一三昧 の時 間を過 ご

しました、、

また、最初 、スキー を履いて歩 くこ ともま まな

らなかった参加 者 も、帰 る頃にはスキーの扱い に

かな り慣れた ようで、冬の代 表的なスポーツであ

るスキーに興味 を深めた ようで した,,(学 生課)

盛_

りが

凄 ダ.

入院患者 さんとクリスマスコンサー ト

ll乍年の1LJJ1311(⊥)と20口(L)、 室iノ・1・合㌧奏

団 と合唱 部による クリスマ スコンサー トがそれぞ

れ病 院玄関ロビーで行 われ ま した。

このコ ンサ ー トは、ll頃 の練習の成 果を発表す

る とともに、人院生活 を送っている患者 さんに ク

リスマ スの雰囲気 を味 わって もらお うと、毎年 こ

の時期 に企画 されてい るものです、,

ロ ビーでは、患 者さんな どた くさんの方々が 、

「赤 鼻の トナカ イ1な ど クリスマ スにち なんだ 曲1

の演奏 ・合ll昌に耳 を傾けてい ま した。(学 生課)

編入学 ・推薦入学選抜試験実施される

去 る10月4H(土)及 び12月6日(-D-7日

(日)に 来年度人学 の編 入学及 び推薦 入学 の選抜

試験 がそれぞれ実施 され ました、,

これ は今年度か ら実施 された もので 、編 入学 は

看護学科だけで来年 度か ら第3学 年に編 人にな り、

推薦人学は医学科 ・看護学科で実施 され ました、,

今回は 、編入学試験22名 、推薦 入学試験64名(医
:臼9名

、看護学科45名)が 受験 しま したn

謄 一('γ ソ1扇果)

一M

「新歓合宿」のお知 らせ

新入生歓迎実行委員会

今年 も例年通 り、4月11口 ・12日に1新 入生歓

迎合宿」 を行 うこ ととな りました、,

学 内で行 うクラブ紹 介で は、各 クラブが 多少の

恥 を捨 て、体 をはったアピールを新入生に します、,

また新歓 委員が説明 を行いなが ら学 内巡 りを行い

ます,,

その後、神居観 光ホテル に移動 して、合宿 も本

番です 。自己紹介やゲーム、L級 生 との談話を行っ

た り、各 クラブが乱入 して新入生争奪戦を繰 り広

げるこ とで しょう,,

最後 は一年生 だけの時間 とな り、新 しい 友と飲

み、語 り、大 いにハ メを外 して伝説 をつ くる大バ

カ者 もいるか もしれ ませ ん,,

新 入生の新 しい スター・トの足がか りとなるべ く、

雛 膿 醗 て卿 　
20歳以上の学生の国民年金への加入について

国民年 金法の改 正に伴 い、大学 に在学する学ノト.

で20歳 以上の者は、平成3年4月1[]か ら国民 年

金の被保険者(当 然加 入)と して適用 を受けるこ

とにな りま した、、

従 来、学生については、20歳 以後在学中に障害

者とな った場 合、国民年 金に加 人 していない限 り

障害基礎 年金が 芝給 されず無年金 とな・・てい まし

た.ま た、基礎 年金制度 は、原則 として、20歳 か

ら60歳 までの40年 間加 入す ることを前提 に満額の

老齢 基礎 年金 を 芝給す ることとされてお り、'F成

3年4月1日 か らは、学生であ・二)ても20歳1'/,上の

者は全て国民年 金に加 入 しなければな りませ ん.,

なお、国民年 金への加 人の手続 き、保険料の納

付方法 及び保険料の免除等の詳細 については 、住

民票 を登録 してい る市区町村の国民年 金担 当窓口

へ 直接問 い合わせて くだ さい,、



平成10年 度 前期分授業料免除

及び延納 ・分納について

平成10年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生課専門職員(厚 生担当)か

ら必要書類 を受け取 り、申請期間内に提出してく

ださい。

免除基準の概要はつぎのとお りです。

*経 済的理由で授業料納入が困難であり、かつ、

学力優秀 と認められる場合

*授 業料納期前6ヵ 月以内において学資負担者

が死亡、又は本人若 しくは学資負担者が風水

害等の災害を受け、授業料納付が著 しく困難

であると認められる場合

なお、免除基準及び申請期聞については、公用

掲示板に詳 しく掲示 してありますのでご覧 くださ

いo

また、不明な点は、専門職員(厚 生担当)に 問

い合わせ願います。

平成10年度 日本育英会奨学生の
募集について

日本育英会は、優秀な学生で経済的理由のため

就学困難な者に学資を貸与 してお ります。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づき、

出願者の種々の条件 を考慮 して選考を行い、日本

育英会へ推薦 します。

ただ し、口本育英会では奨学金貸与の種別ごと

に推薦基準が定められており、その資格があって

も採用枠の関係で推薦で きない場合があ ります。

奨学生募集要項を、4月 上旬に公用掲示板に掲

示 しますので、貸与を希望する学生は、提出期限

までに所定の書類を学生課専門職員(厚 生担当)

に提出して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学

資の支弁に困難な事情が生 じた場合は、専門職員

(厚生担当)に 相談してください。

学生教育研究災害傷害保険の
加入について

本学は、学生の正課中 ・課外活動中 ・通学中及

び大学の授業等、学校行事又は課外活動で施設問

移動中における災害事故補償のためにr学 生教育

研究災害傷害保険」の賛助会員大学 となり下記の

とお り加入受付事務等を行ってお ります。本保険

は、学生の相互共済を基本 として運営されており、

学生生活中の万一の場合に備え、全員加入の方針

をとっております。

加入を希望する学生は学生課専門職員(厚 生担

当)に 申し込んで ください。

記'

1.受 付期間 自 平成10年4月10日(水)

至 平成10年4月24日(金)

2.受 付窓口 学生課専門職員(厚 生担当)

学生総合保険/賠 償責任保険の
加入について

平成10年 度から、より幅広い補償範囲のr学 生

総合保険/賠 償責任保険」を任意加入 として下記

のとお り加入受付事務等を行います。この保険は、

学校の内外を問わず、偶発的な事故による入院費

用、通院費用の他、賠償事故や臨床実習中の針刺

事故にも対応可能な補償内容です。また、 「学生

教育研究災害傷害保険」を付加する形態の保険で

あり、補償 も 『学生教育研究災害傷害保険」と当

保険をセ ットとして取扱う内容です。

加入を希望する学生は、学生課専門職員(厚 生

担当)に 申し込んで ください。

なお、詳細については、掲示又はパ ンフレット

をご覧願うか、専門職員(厚 生担当)へ 申し出て

ください。

記

1.受 付期間 自 平成10年4月1日(水)

至 平成10年4月17日(金)

2.受 付窓口 学生課専門職員(厚 生担当)

1

一
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学生団体の設立 ・継続届について

平成10年 度において、新 しく設立 しようとする

学生団体、もしくは活動を継続 しようとする学生

団体は、4月30日(木)ま でに設立届または継続

届 を学生係に提出して下さい。

なお、継続届の提出がない学生団体は、解散 し

たものとして取 り扱いますので注意 して下さい。

(学生課)

教 官 の 異 動

昇 任 且10.1.1小 児 科 学 助 教 授 沖 潤 一一

〃 〃 外科学第 二 〃 棟方 隆

〃H10.2.1第 一 外 科 講 師 山 本 浩 史

ク 〃 第 二 外 科 〃 柿坂 明俊

辞 職HlO.2.28整 形 外 科 学 〃 岩 原 敏 人一

『助教授に昇任 して』

この度、牧野勲副学長のご高配により内科学第二

講座の助教授に就任いた しました。もとより浅学非

才を自認 してお りましたゆえその責任の重圧に身の

引き締 まる思いがいた します。私は競走馬 と桜並木

で(一 部の方には)知 られている静内町で生 まれ育

ちました。慶慮義塾大学医学部を昭和56年 になんと

か卒業後、内科学教室に入局いた しました(学 生時

代は勉学はそっちのけでアイスホッケーに熱中して

お りました)。4年 間の卒後臨床研修の後(通 常内

科系診療科を一通 りローテー トします)、 本間光夫

先生(現 名誉教授)が 主宰 されていたリウマチ研究

室で専修医 としての トレーニングを受け、臨床研究

にもたずさわることができました(ル ープス腎炎の

治療指針作成、など)。 また、基礎研究に関しては、

研修中からステロイ ドホルモン(=糖 質コルチコイ

ド)に 関 して漠然 とした興味を抱いてお り、本間先

生から、 「ステロイドはどうしてきくのか、きく人

ときかない人ではどこが違 うのか」、というテーマ

を授か りました。その後、Karolinska研 究所留学

を経て現在に至るまでこのテーマを継続 してお りま

す(永 続性のあるテーマを授かったことを僥倖 と感

謝すべきか、はてまた 『無理難題』 として投げ出す

か、い くども悩んだものです)。 診療の現場では、

しか し、この 『無理難題」を運命的に、しかも日常

的に抱えていかな くてはならない多 くの患者さんが

いらっしゃることも事実です。JCIのEditorialに あっ

たGoldstein&Brownの 言葉を借 りるまで もな く、

臨床医にとって基礎研究に携わることは色 々な意味

一
でたいへ んで しょう。ただ、私 たち臨床医が患者 さ

んの切実 な問題 を解 決する努力 を継続す るべ きなの

も当然 なわけで、その意味で私が与 えられたテーマ

は臨床医 と して難治性疾患 の患者 さんの診療 に従事

す る上での免罪符 の一つかもしれないと最近では思っ

ています。幸い、本学に赴任後6年 間でこのテーマを

分かち合 える仲 間も増え、牧野勲副学長、教室 員の皆

様のご理解のもと、自分たちの考えをそれな りに形 に

で きつつあ ります。学内外 の多 くの方か らもご協力

いただいてお ります 。 さらに、多 くの科学者 がステ

ロイ ドの作用 と副作用 の分離 に向 けて研 究 を展 開 し

てい る現状 に も勇気づ け られ ます。 インターネ ッ ト

のおかげで旭 川にいなが らしてNIH、EMBL、Cell、

Nature、Scienceな どのサ イ トか ら世界の進歩 が リ

アルタイムで見て取 れ、地域のハ ンデ ィも感 じな く

な りつつあるわけです 。一時 この分野の話題 を独 占

したraloxifene(=boneandcardiovascular-

selectiveestrogen)の 臨床試験の結果 も昨年NEJM

に も出 ま した。現代科学の世界ではホ ッ トな分野 に

従来専 門 を異 に していた一流研 究者 が どっ と参入す

ることは 日常茶飯事 の ようです。私たち も、膠原病

の新 たな治療薬 の創生 とい う形で成 果を結実 させる

べ くさらに努力 を続 けよう と胆 に銘 じてお ります。

ご興味がおあ りの方 はぜ ひ声 をかけて ください(内

線2451、e-mail:hirotnk@asahikawa-med.ac.jp)。

政治 ・経済 ・社会 も激動の20世 紀 末、 といった感

があ ります。教育 ・診療 ・研 究の現場 もこれ らと不

可分 なはずが な く、金融 ビッグバ ンに匹敵す る大 き

な変革が起 こるこ とは確 実で しょう。このような時

期 だか らこそ 、自らのidentityと 理念 を明確 にす る

ことはます ます重要になると考えています。"smooth

operator"に は程遠 く、 右往左 往 す るこ と必至 で

はあ りますが 、教育 ・診療 ・研究 の各分野で、与え

られた職務 を精一杯勤め 、微 力なが ら本学の発展の

ために貢献 してい く所存です。慶慮病 院の玄関にあっ

た福沢諭吉先生(慶 慮義塾創 始者)の 胸像 を、14年

もの間、北里柴三郎先生(初 代 慶慮 医学部長)の も

のだ と信 じていた ような私です が、今後 ともどうか

ご指導 のほ ど宜 しくお願 い 申し上げ ます。

(内科学第二講座 助教授)
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